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１ 目的 

  本研究の目的は、2022 年 7 月の中国サイバー規制当局による中国配車アプリ大手 DiDi への処罰

決定を材料として、中国データ法制（「サイバーセキュリティ法」、「データ安全法」、「個人情報保護

法」、2022 年 9 月施行された「データ越境セキュリティ審査弁法」）の特徴とを検討した上で、中国政

府が唱えているサイバー主権論、いわゆる「デジタルレーニン主義」などの論点を照らして中国デ

ータ法制運用思想・中国のデータ越境移転に対する考え方を明らかにすることである。          

２ 方法 

  本研究の調査・分析方法は事例研究（ケーススタディ）と文献研究である。具体的には、事例

研究について、過去の DiDi に対する企業結合審査、今回の DiDi 処罰決定の背景・結果を検討して

プラットフォーム規制という枠組みで中国規制アプローチの変化を考える。文献研究について、研

究者のサイバー主権論と中国データ法制全体に対する論考、いわゆる「デジタルレーニン主義」の

由来の意義と解説を研究する。                                   

３ 結果 

  調査・分析の結果は、残された課題・不明瞭なところがあるものの、DiDi 処罰決定は中国デー

タ法制の運用を研究する重要な材料であり、中国規制当局の法執行姿勢を示すものでもある。運用

思想について、プラットフォーム企業・政府（国）・市民との利益バランスの関係もデータ法制の運

用で重視されており、コーポラティズム（もしくは国家コーポラティズム）の特徴が見られる。      

４ 結論 

  以上により、中国のデータ法制を研究するには法条文だけでなく、規制当局の国家安全に対す

る考え方・米中関係の影響を考慮しなければならない。また、コーポラティズム（プラットフォー

ム企業・政府（国）・市民との利益バランス）の視点も、中国データ法制の運用思想を明らかにする

には重要である。 
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